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ＯＳ
事 前 設 定 内 容

Ｗ ｉ Ｃ

〇 〇
全画面表示を解除しない。
（以下図のメッセージが表示されても「Esc」を押さない）

【図】

〇 〇 〇
筆記部分以外（小指、腕等）をタッチパネルに触れないようにする。
※スワイプ作動による全画面表示解除、ホーム画面表示を防ぐため。

漢検オンライン個人受検「事前設定・注意事項」

◆漢検オンライン個人受検にあたり、以下の事前設定内容を確認してください。

【漢検オンライン個人受検申込・受検】以下の設定をお願いします。

【受検中】以下の点にご注意ください。

「ＯＳ」の略称 ： W = windowsOS ／ i = ipadOS ／ C = ChromeOS

※Android端末での受検はできませんので、ご注意ください。

ＯＳ
事 前 設 定 内 容

Ｗ ｉ Ｃ

〇 Windowsロゴ（スタートボタン）右クリック→設定→通知より「通知」をオフにする。

〇 コントロールセンター→集中モード（おやすみモード）をオンにする。

〇 右下の時刻を選択→[通知]を選択→[通知]を「オフ」にする。

〇 〇 〇
「ＭｙＰａｇｅ」もしくは「受検用アプリ」以外のブラウザ、タブ、アプリをすべて
閉じる。

〇 〇 〇 「ディスプレイ消灯（スリープ）」設定を無効にする。

以下の設定をしなかった場合、試験とは無関係の画面が試験中に表示される可能性があり、
不正行為となるおそれがありますのでご注意ください。
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「デバイスチェック」「環境設定へ進む」機能の操作説明

1

2

２～７級受検の場合は【１】から【４】、８～１０級受検の場合は
【５】から【８】の練習問題に解答することで、以下の操作ができるか確認してください。

【１】・【５】 ソフトウェアキーボードによる答えの入力
【２】・【６】 ソフトウェアキーボードによる答えの記号選択
【３】・【７】 タッチパネルによる漢字の書き取り
【４】・【８】 メモ機能の利用

※操作ができない場合は、他の端末を用意して再度デバイスチェックをお願いします。

【操作手順】

以降の操作方法は、受検する級に応じて以下の番号のページをご確認ください。

★２～７級を受検予定の方 ・・・ Ｐ.３～１２へ
★８～１０級を受検予定の方 ・・・ Ｐ.１３～２２へ

開始時刻45分前になりましたら「環境設定へ進む」のボタンを選択できます。
一度進むと戻れませんので、「デバイスチェック」が必要な方は、
デバイスチェックを済ませてから「環境設定へ進む」を押して、試験画面へ進んでください。

【操作手順】

マイページトップ画面にある左記アイコンもしくは
トップ画面左側のメニューにある

を選択します。

1

2

iPadをご利用の場合は「アプリでデバイスチェック」、その他OSをご利用の場合は
「ブラウザでデバイスチェック」を選択します。

「デバイスチェック」

「環境設定へ進む」（～試験画面）

マイページトップ画面にある左記アイコンもしくは
トップ画面左側のメニューにある

を選択します。

1

2

iPadをご利用の場合は「iPadで環境設定へ進む」、その他OSをご利用の場合は
「ブラウザで環境設定へ進む」を選択します。

マイページから
いつでも実施可能

検定開始時刻
45分前から押下可能
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自分の顔
の映像

「デバイスチェック」

「デバイスチェック」を押すと、次の①～④の画面が表示されます。

① 環境設定※ ： Webカメラ・マイク・スクリーンプレビュー設定
※詳細は「漢検オンライン個人受検操作マニュアル」P.19-P.26参照

② 利き手設定 ： 右利き または 左利きの設定をします。
③ 試験待機画面 ： デバイスチェック時は、待機時間なしで練習問題画面に移動します。
④ 練習問題画面 ： 【１】～【４】の練習問題に解答します（制限時間は１０分です）。

1

「利き手設定」が表示されますので、ご自身の
利き手のラジオボタンを選び、「すすむ」を押
してください。
※開始後は、利き手設定の変更はできません。

左のような画面が数秒間表示された後、以下の
練習問題【１】の画面に移動します。

【１】では、設問文の答えを１文字ずつ選択します。

B

入力した内容を一字消した
り、すべて消すことができ
ます。

※右利き用の表示（左利き設定時はABC欄が左側に表示されます）

■練習問題【１】画面

②利き手設定

③試験待機画面

④練習問題画面

A

キーボードより答えを
一文字ずつ選択します。

C

小さな「ゃゅょっ」を
大きな「やゆよつ」と間
違えないよう気をつけて、
正確に解答しましょう。
○にゅうねん
×にゆうねん

A

小さな「ゃゅょっ」はココ

「かくてい」を押すと
解答が反映されます。

C

２～７級受検者向け①

C

B
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G

E

F

D

【２】を選択します。

【２】では、設問文の答えを記号で選択します。

■練習問題【２】画面

I

J

K

H

【３】を選択します。

H
■練習問題【３】画面

E

記号の中から一つ答えを選
択します。

【３】では、設問文の答えをスペースに直接書きます。

I 設問文の答えを

で囲んだスペースに
直接書きます。

《記号の説明》

（えんぴつ）
⇒文字を書く

（けしごむ）
⇒部分的に消す

（すべてけす）
⇒すべて消す

（かくてい）
⇒答えを確定する

※ は の
「かくてい」と同じ機能
です。

KJ

D

F

入力した内容を消すこと
ができます。

「かくてい」を押すと
解答が反映されます。

G

「かくてい」を押すと
解答が反映されます。

K

２～７級受検者向け②

G

K

注意
１問ごとに「かくてい」を必ず押してください。
「かくてい」を押し忘れると、無答の扱いになります。

書き問題の場合、解答していない状態で「かくてい」を
押すと「みなおし」機能（p.10）では解答済の扱いに
なりますのでご注意ください。

自分の顔
の映像

自分の顔
の映像
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L

【４】を選択します。

M

メモを選択します。
（メモが表示されると
「メモ（とじる）」に
表示がかわります。）

実際の受検画面（６０分）は、練習問題よりも多くの問題が
出題されますが、この画面で確認した操作方法にて受検する
ことができます。

お手元の受検端末で操作可能であることを確認してから
「練習問題をおえる」を押してください。

L

M

N

O

O
「練習問題をおえる」を
押して、「漢検オンライ
ン個人受検申込・受検」
画面に戻ります。

■練習問題【４】画面

N

設問文の選択肢にメモ
を重ねて、使った選択
肢に記しをつけます。
（その他メモの使い方
は画面の説明を参考に
してください。）

【４】では、メモ機能を使います。

メモは上部や縁の黒い部分を選択すれば、画面内で
上下左右に、自由に動かすことができます。

不要になったメモの内容は、「けしゴム」か「すべてけす」ボタン
を押して、消してください。

※メモをとじても、書いた内容は、自分で消すまで消えません。

注意
メモの使用は任意です。
メモに書かれた内容は採点対象にはなりませんので、解答は必ず
解答欄に書いてください。

２～７級受検者向け③

自分の顔
の映像
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★チャット画面について

監督員への質問がある場合や、監督員との音声でのやり取りができない場合は、
チャット機能を使って監督員とコミュニケーションを行います。
「デバイスチェック」では、以下メッセージ送信までの操作方法をご確認ください。

２～７級受検者向け④

A

A

受検画面下部にある

ボタンを押します。えらぶ

自分の顔
の映像

B

チャットテンプレートが
表示されますので、送信
したいメッセージを選択
してください。

※不正行為防止のため、
チャット欄への文字入力
はできません。

B

C

受検画面下部にある

ボタンを押します。おくるC

D

送信した内容が実際の受検
時はチャット欄表示されま
すが、デバイスチェック時
は表示されません。

D
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２～７級受検者向け⑤

★チャット画面の表示/非表示について

自分の顔
の映像

A
A

受検画面右上にある

ボタンを押すと、

自分と監督員の映像、
チャット欄を非表示にする
ことができます。

B

受検画面右上にある

ボタンを押すと、

自分と監督員の映像、
チャット欄を再度表示する
ことができます。

B
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「利き手設定」が表示されます
ので、ご自身の利き手のラジオ
ボタンを選び、「すすむ」を押
してください。

※開始後は、利き手設定の変更
はできません。

受検方法(ログインから待機画面）
「環境設定へ進む」（～試験画面）

試験画面では次の①～⑤の画面が表示されます。

① 環境設定※ ： Webカメラ・マイク・スクリーンプレビュー設定
※詳細は「漢検オンライン個人受検操作マニュアル」P.30-P.35参照

② 利き手設定 ： 右利き または 左利きの設定をします。
③ 試験待機画面 ： 開始時刻まで待機する画面です。
④ 受検画面 ： 開始時刻になったら自動で表示される受検画面です。
⑤ チャット画面 ： チャットを利用する際に表示する画面です。

※周辺環境の確認と本人確認の後、試験開始の時間になりましたら以下の画面が表示されます。

2

②利き手設定

③試験待機画面

上のような画面が数秒間表示された後、試験問題
の画面に移動します。

２～７級受検者向け⑥
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周辺環境確認・本人確認の完了後、受検画面に変わります。
「のこり」は「開始時刻」になりましたらログインの有無にかかわらずカウント
ダウンします。
（例：開始時刻が16:00で、試験監督員との接続が16:10となった場合、

60分の受検時間に対して「のこり」時間は50分でのスタートになります。）

④受検画面

「かくてい」を押すと、自動的に の次の問題に移動します。A B

A

B

２～７級受検者向け⑦

注意
１問ごとに 「かくてい」を必ず押して に表示された

ことを確認してください。 「かくてい」を押し忘れると、
無答の扱いになります。

CA

A

自分の顔
の映像

監督員の顔
の映像

C
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E 「みなおし」を押すと、見直し画面が表示されます。
「検定をおえる」を押す前に「まだ、かいとうしていない」問題がないか確認してください。
見直し画面内の問題番号を選択すると、その問題画面に移動します。

「検定（けんてい）をおえる」を押すと、試験時間に応じて以下の画面が表示されます。F

２～７級受検者向け⑧

自分の顔
の映像

監督員の顔
の映像

注意

【試験時間の半分未満の場合】

【試験時間の半分以上経過の場合】

左の画面が表示されますので、検定を終了する場合は「はい」
を押して検定を終了してください。

※答案は有効となり、通常通り採点されます。
ただし、試験終了後に受検を再開することはできません。

E

F

体調不良による検定の終了を希望する場合は、
「検定をおえる（ぐあいがわるい）」を選択
してください。

1

2 申請が承認されると、「２」の画面が表示
されますので、もう一度「検定をおえる
（ぐあいがわるい）」を選択して検定を終了
してください。

※答案は有効となり、通常通り採点されます。

試験時間半分未満で「１」の画面の「検定をおえる」ボタンで検定を終了した場合、
答案は無効となり採点されませんのでご注意ください。
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⑤チャット画面
監督員への質問がある場合や、監督員との音声でのやり取りができない場合は、
チャット機能を使って監督員とメッセージを送受信できます。

２～７級受検者向け⑨

A

A

受検画面下部にある

ボタンを押します。えらぶ

自分の顔
の映像

監督員の顔
の映像

B

チャットテンプレートが
表示されますので、送信
したいメッセージを選択
してください。

※不正行為防止のため、
チャット欄への文字入力
はできません。

B

C

受検画面下部にある

ボタンを押します。おくるC

D

送信した内容がチャット欄
に表示されます。
監督員からの返信メッセー
ジも、このチャット欄に
表示されます。

※返信があった場合は、
チャット欄が赤く点滅し
ます。メッセージを確認
のうえ、チャット欄を
クリックすることで点滅
が消えます。

D
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２～７級受検者向け⑩

★チャット画面の表示/非表示について

自分の顔
の映像

A
A

受検画面右上にある

ボタンを押すと、

自分と監督員の映像、
チャット欄を非表示にする
ことができます。

B

受検画面右上にある

ボタンを押すと、

自分と監督員の映像、
チャット欄を再度表示する
ことができます。

監督員の顔
の映像

注意
チャット欄非表示の時に監督員からチャットが送信された場合は、

ボタンが赤く点滅しますので、必ずチャット欄を再表示して

メッセージ内容を確認してください。

B
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「デバイスチェック」

「デバイスチェック」を押すと、次の①～④の画面が表示されます。

① 環境設定※ ： Webカメラ・マイク・スクリーンプレビュー設定
※詳細は「漢検オンライン個人受検操作マニュアル」P.19-P.26参照

② 利き手設定 ： 右利き または 左利きの設定をします。
③ 試験待機画面 ： デバイスチェック時は、待機時間なしで練習問題画面に移動します。
④ 練習問題画面 ： 【５】～【１０】の練習問題に解答します（制限時間は１０分です）。

1

「利き手設定」が表示されますので、ご自身の
利き手のラジオボタンを選び、「すすむ」を押
してください。
※開始後は、利き手設定の変更はできません。

左のような画面が数秒間表示された後、練習問題
の画面に移動します。

【５】では、設問文の答えを１文字ずつ選択します。

B

入力した内容を一字消した
り、すべて消すことができ
ます。

※右利き用の表示（左利き設定時はABC欄が左側に表示されます）

■練習問題【５】画面

②利き手設定

③試験待機画面

④練習問題画面

A

キーボードより答えを
一文字ずつ選択します。

「かくてい」を押すと
解答が反映されます。

C

★小さいお子様がご受検される場合は、保護者の方とご一緒にご確認ください。

８～１０級受検者向け①

注意

練習問題は【１】が自動的に表示されます。
８～１０級を受検する場合は、画面左側の
【５】を選択してください。

C
小さな「ゃゅょっ」を
大きな「やゆよつ」と
間違えないよう気をつ
けて、正確に解答しま
しょう。
○じゅうえん
×じゆうえん

A

B

C

小さな「ゃゅょっ」はココ
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D

【６】を選択します。

【６】では、設問文の答えを数字で選択します。

■練習問題【６】画面

【７】を選択します。

H

■練習問題【７】画面

E

数字の中から一つ答えを
選択します。

【７】では、設問文の答えをスペースに直接書きます。

I 設問文の答えを

で囲んだスペースに
直接書きます。

《記号の説明》

（えんぴつ）
⇒文字を書く

（けしごむ）
⇒部分的に消す

（すべてけす）
⇒すべて消す

（かくてい）
⇒答えを確定する

※ は の
「かくてい」と同じ機能
です。

KJ

F

入力した内容を消すこと
ができます。

「かくてい」を押すと
解答が反映されます。

G

「かくてい」を押すと
解答が反映されます。

K

注意
「つぎの□の中にかん字をかきなさい。」という問題では「■」の部分を
書かないよう注意してください。

（例）
□■（がっこう）→正：「学」 誤：「学校」
■□（がっこう）→正：「校」 誤：「学校」

１問ごとに「かくてい」を必ず押してください。「かくてい」を押し忘れ
ると、無答の扱いになります。
書き問題の場合、解答していない状態で「かくてい」を押すと

「みなおし」機能（p.10）では解答済の扱いになりますのでご注意ください。

８～１０級受検者向け②

G

E

F
D

G

I

J

K

H

K
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L

【８】を選択します。

M
メモを選択します。
（メモが表示されると
「メモ（とじる）」に
表示がかわります。）

実際の受検画面（４０分）は、練習問題よりも多くの問題が
出題されますが、この画面で確認した操作方法にて受検する
ことができます。

お手元の受検端末で操作可能であることを確認してから
「練習問題をおえる」を押してください。

L

M

N

O

O

「練習問題をおえる」を
押して、「漢検オンライ
ン個人受検申込・受検」
画面に戻ります。

■練習問題【８】画面

N
問題や解答欄の邪魔に
ならないようメモを配置
し、漢字の画数を数えた
り、下書きするために
使います。

【８】では、メモ機能を使います。

メモは上部や縁の黒い部分を選択すれば、画面内で
上下左右に、自由に動かすことができます。

不要になったメモの内容は、「けしゴム」か「すべてけす」ボタン
を押して、消してください。

※メモをとじても、書いた内容は、自分で消すまで消えません。

８～１０級受検者向け③

注意
メモの使用は任意です。
メモに書かれた内容は採点対象にはなりませんので、解答は必ず、
解答欄に書いてください。
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★チャット画面について

監督員への質問がある場合や、監督員との音声でのやり取りができない場合は、
チャット機能を使って監督員とコミュニケーションを行います。
「デバイスチェック」では、以下メッセージ送信までの操作方法をご確認ください。

A

A

受検画面下部にある

ボタンを押します。えらぶ

自分の顔
の映像

B

チャットテンプレートが
表示されますので、送信
したいメッセージを選択
してください。

※不正行為防止のため、
チャット欄への文字入力
はできません。

B

C

受検画面下部にある

ボタンを押します。おくるC

D

送信した内容が実際の受検
時はチャット欄表示されま
すが、デバイスチェック時
は表示されません。

D

８～１０級受検者向け④
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★チャット画面の表示/非表示について

自分の顔
の映像

A
A

受検画面右上にある

ボタンを押すと、

自分と監督員の映像、
チャット欄を非表示にする
ことができます。

B

受検画面右上にある

ボタンを押すと、

自分と監督員の映像、
チャット欄を再度表示する
ことができます。

B

８～１０級受検者向け⑤
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「利き手設定」が表示されます
ので、ご自身の利き手のラジオ
ボタンを選び、「すすむ」を押
してください。

※開始後は、利き手設定の変更
はできません。

受検方法(ログインから待機画面）
「環境設定へ進む」（～試験画面）

試験画面では次の①～⑤の画面が表示されます。

① 環境設定※ ： Webカメラ・マイク・スクリーンプレビュー設定
※詳細は「漢検オンライン個人受検操作マニュアル」P.30-P.35参照

② 利き手設定 ： 右利き または 左利きの設定をします。
③ 試験待機画面 ： 開始時刻まで待機する画面です。
④ 受検画面 ： 開始時刻になったら自動で表示される受検画面です。
⑤ チャット画面 ： チャットを利用する際に表示する画面です。

※周辺環境の確認と本人確認の後、試験開始の時間になりましたら以下の画面が表示されます。

2

②利き手設定

③試験待機画面

８～１０級受検者向け⑥

★この画面からは保護者様による操作の補助はできませんのでご注意ください。

上のような画面が数秒間表示された後、試験問題
の画面に移動します。
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周辺環境確認・本人確認の完了後、受検画面に変わります。
「のこり」は「開始時刻」になりましたらログインの有無にかかわらずカウント
ダウンします。
（例：開始時刻が16:00で、試験監督員との接続が16:10となった場合、

40分の受検時間に対して「のこり」時間は30分でのスタートになります。）

④受検画面

「かくてい」を押すと、自動的に の次の問題に移動します。A B

８～１０級受検者向け⑦

注意
１問ごとに 「かくてい」を必ず押して に表示された

ことを確認してください。 「かくてい」を押し忘れると、
無答の扱いになります。

CA

A

A

B

C
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８～１０級受検者向け⑧

E

F

E 「みなおし」を押すと、見直し画面が表示されます。
「検定をおえる」を押す前に「まだ、かいとうしていない」問題がないか確認してください。
見直し画面内の問題番号を選択すると、その問題画面に移動します。

「検定（けんてい）をおえる」を押すと、試験時間に応じて以下の画面が表示されます。F

注意

【試験時間の半分未満の場合】

【試験時間の半分以上経過の場合】

左の画面が表示されますので、検定を終了する場合は「はい」
を押して検定を終了してください。

※答案は有効となり、通常通り採点されます。
ただし、試験終了後に受検を再開することはできません。

体調不良による検定の終了を希望する場合は、
「検定をおえる（ぐあいがわるい）」を選択
してください。

1

2
申請が承認されると、「２」の画面が表示
されますので、もう一度「検定をおえる
（ぐあいがわるい）」を選択して検定を終了
してください。

※答案は有効となり、通常通り採点されます。

試験時間半分未満で「１」の画面の「検定をおえる」ボタンで検定を終了した場合、
答案は無効となり採点されませんのでご注意ください。
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⑤チャット画面
監督員への質問がある場合や、監督員との音声でのやり取りができない場合は、
チャット機能を使って監督員とメッセージを送受信できます。

A

A

受検画面下部にある

ボタンを押します。えらぶ

自分の顔
の映像

監督員の顔
の映像

B

チャットテンプレートが
表示されますので、送信
したいメッセージを選択
してください。

※不正行為防止のため、
チャット欄への文字入力
はできません。

C

受検画面下部にある

ボタンを押します。おくるC

D

送信した内容がチャット欄
に表示されます。
監督員からの返信メッセー
ジも、このチャット欄に
表示されます。

※返信があった場合は、
チャット欄が赤く点滅し
ます。メッセージを確認
のうえ、チャット欄を
クリックすることで点滅
が消えます。

D

８～１０級受検者向け⑨

B
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★チャット画面の表示/非表示について

自分の顔
の映像

A
A

受検画面右上にある

ボタンを押すと、

自分と監督員の映像、
チャット欄を非表示にする
ことができます。

B

受検画面右上にある

ボタンを押すと、

自分と監督員の映像、
チャット欄を再度表示する
ことができます。

監督員の顔
の映像

注意
チャット欄非表示の時に監督員からチャットが送信された場合は、

ボタンが赤く点滅しますので、必ずチャット欄を再表示して

メッセージ内容を確認してください。

B

８～１０級受検者向け⑩
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